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○事務局 それでは、只今から平成 30年度
新城市市民自治会議の答申書の報告を行わ

させていただきます。はじめに市長に市民

自治会議会長であります会長より答申書の

報告をお願いいたします。

○会長 新城市自治基本条例について（答

申）平成３０年６月８日付け新ま４・２・１

にて諮問のありましたこのことについて、

検討した結果を下記のとおり答申いたしま

す。新城市自治基本条例に定める市民の権

利を具現化するための公開政策討論会のあ

り方について。

平成２９年１０月に執行された新城市長

選挙において、立候補予定者から推薦され

た市民が組織した実行委員会が、「市民によ

る市民のための公開政策討論会」を開催い

しました。これは、全国的に見ても非常に貴

重で興味深いものとなりました。

市民自治会議では、自治基本条例の市民

の権利を具現化するための公開政策討論会

のあり方を検討する目的で、この実行委員

会経験者と公募市民の協力を得て公開政策

討論会検討作業部会の設置を市に求め、目

的に向けた協議を重ねてきました。公開政

策討論会検討作業部会での計７回に及ぶ検

討の末、市民自治会議に対して「公開政策討

論会検討作業部会まとめ」が提出されたた

め、それを元にして検討を行い、以下のとお

り意見をまとめましたので、答申いたしま

す。加えて以下の事項については、市民まち

づくり集会等を含めて市民に広く意見を求

めるとともに周知されることを努めていた

だきたい。このうち、１について答申をいた

します。

私のほうから、答申の中から代表してこ

このところだけ紹介させていただきます。

１ 公開政策討論会について。公開政策

討論会は、主権者である市民の知る権利を

保障する機会であり、まちづくりの担い手

である市民の参政意識の向上を図る機会で

ある。ただし、立候補予定者の参加なくして

は成り立たないため、立候補予定者の視点

も考慮した上で自治基本条例に位置付けた

制度を設計されたい。

それと共に以下２から４の諸点を踏まえ

た条例化に取り組み、公開政策討論会が新

城市において継続して開催できるように検

討いただきたい。以下２から４というのは、

中に証してあります。よろしくお願いいた

します。

○事務局 ありがとうございました。それ

では、２の委員さんとの意見交換というこ

とで意見を頂戴してたいと思いますが、取

り回しを市民自治会議会長であります鈴木

会長にお願いしたいと思います。

○会長 はい、それでは、２の委員より意見

等というところにうつりたいと思います。

この間、市民自治会議では、非常に積極的に

意見交換をしてまいりました。最終の会議

でもみなさんのご意見をたくさんいただき

ました。その意見を基となるものは、先ほど

紹介しました部会の報告であった訳ですけ

ども、その内容を思い浮かべながらですね、

みなさんの最後の市長に申し伝えたいこと

なども含めてですね、ぜひお話いただけれ

ばというふうに思います。それでは、順番に

いいですか。じゃあ、○○さんからお願いし

ます。

○委員 会議に全部でてまして、公開政策

討論会検討作業部会の話を聞きまして、前

何回か公開政策討論会が開催されてて、JC
の方ですね、その話を聞いてかなり苦労さ



れてたのがわかりまして、今まで大変だと

思ってやっぱり条例化して、市の応援とい

うかそういうのをもらえばうまくいくんじ

ゃないかと、もっとスムーズにいくんじゃ

ないかということで私はこの答申に賛成し

ます。

○委員 私は、初めてこの自治会議に参加

をしまして、自治基本条例を作ったときの

職員だったものですから、市民自治が歩ん

できた道っていうのが進んできてるってい

う実感を今もっていまして１つの制度とか

しくみを整えることによって、それが常態

化というか市民のほうに浸透していくんだ

ろうということで、普段の努力というもの

が必要だろう、その１つのものとして、この

公開政策討論会というのはあるだろうとい

うふうに思っています。ですので、今まで自

治基本条例を始めとして若者条例や地域自

治区という制度を作って、いわゆる市民が

意見を述べることができるところに集約し

ていく、市民の目が集約していく、その声が

市政に届いていくというしくみ、それが逆

に公開討論会っていうのが逆の立場だろう

っていうふうに思うんですよね。それがマ

ッチして、市民と住民自治っていうのが醸

成されていくっていうのがそんなイメージ

だけですけど、そんな風に思って私なりに

考えることがありましたので、ありがとう

ございました。

○委員 私も参加させていただいて、改め

て自分の勉強不足であったり、知らないこ

とがたくさんあるなっていうのを気づかさ

れたんですけども、やっぱり子育て世代、私

達の年代っていうのは市政に関してもなか

なか参加できなかったり時間がなかったり

っていうことで、知らないことが多いのか

なっていうのもすごく感じました。なので、

こうやって参加させていただいて、ママ友

やそういう方達と話をする場面でちょっと

ずつでも話題ができて深めていけたらなっ

て思って参加させていただきました。とて

もよかったと思います。ありがとうござい

ました。

○委員 私の場合は、自分から応募してこ

の会に参加したわけでないでありまして、

正直言いましてレベルがだいぶ低いとこで

ありますけども、今回の討論会の件につき

まして、傍聴もさせてもらう中で、先ほども

ちょっと出てましたけど、実際運営されて

た方の意見を気にしまして、大変だったん

だなというようなことを実感させていただ

きました。当然、立場を変えて一市民として

みるとそういう場があってほしいなという

ことで、今回の回答されました件につきま

しては、賛成であるわけであります。自分自

身が勉強させてもらっているってことで、

この会議に合わないかもしれませんが、立

場からいうとそんな感じでありまして、こ

の２年間ありがとうございました。

○委員 私も参加させておいていただいて

ますが、健康上の理由で何度か休ませてい

ただきまして、誠に申し訳ありませんでし

た。ということで、中身の半分くらいもわか

っているのかわかっていないのかという状

態で位置についた訳でありますけれども、

今の立場で立たせていただいて、非常に勉

強になった１年であったと思います。自治

基本条例に基づいて、色んな活動をされて

いて、今回もその１つであると思いますし、

地域協議会のほうもありますし、非常に自

分にとっては意義がある楽しい会であった

というふうに思っているわけでありますが、



自分の過去の現職の時の考え、それから例

えば今、区長としての立場で区民に色んな

ことを伝えていくかと考えたときにもう少

し、区民に伝えやすい、市民にわかりやすい

伝え方というのも考えていかないといけな

いのかなと思います。色んな会でこの話し

合いの場をきいておったり、色んな言葉を

聞いておりますと、例えば横文字が飛びか

っている、果たして地元にかえって区民た

ちの顔を覚えたときにその横文字がどの程

度ストレートに入っていくのか、あるいは

議論の内容をこういう場ではみなさんおわ

かりになっていただいてるけど、それを実

際に地区に戻って色んな方がおる中で伝え

ていくときにどの程度伝えていけるかなっ

て、変な話するとわかりやすい伝え方、わか

りやすいことをもう少ししていく必要があ

るのかなと思います。公開政策討論会につ

いては、そういう意味では実際に前回やら

れたような１問１答式ではなくて、討論し

ていくという会に参加してみることによっ

て、十分伝わってくるのかなとそんなこと

で、条例に位置づけた活動になっていくの

かなと思っております。

○委員 ちょっと気になったのは、４ペー

ジのところの付帯事項の４項目のこれから

の話になると思いますが、市の各種市民自

治事業の相関図の明確化及びキャリアアッ

プの設計図の作成ということで、それぞれ

の市民が例えば高齢者、高齢化社会になっ

てくるということ、人生何年かわからない

ですけど、９０年とか１００年とかいわれ

てることもあるということで、若い世代、子

育て世代、色々世代があると思うんですけ

ど、その中で各年齢層の人達が自分が

相関図があって、地域協議会、若者議会、女

性議会、市民まちづくり集会、市民自治会議、

市政報告会とこの４ページにのってますけ

ど、そういったところで、自分の立場はどっ

から入っていくのか、私はどっからはいっ

ていけばいいのかっていうところがみえて

くるといいかなと、私はどっから入って市

民のこういった行政の１つの中に参加でき

るのかっていう自分の立場がわかるのが見

えるといいなと感じました。

○委員 生まれも育ちも新城市、こんな良

いまちはないなとつくづく思います。こん

な良いまちはないなと思う移住環境をね、

ずっと維持、質を向上させてためには防災

やコミュニティを含め、行政だけに頼って

いるだけでは、実現できないというのが現

状だと思います。それだけ、範囲が広くなる

と行政が一生懸命やっているんだけども、

やっぱりその辺に住む住民が市民自治の中

で協力をしていかないと絶対できないと思

います。今回の公開政策討論会の方向性が

でたというのは、市民自治の１つの方向性

を示した良い事案だと思っています。内容

もかなり委員の方と先生をはじめ、七転八

倒しながらよくまとめられた内容であると

思いますので、この答申、方向性にそってい

くことは当然なんだけど、せっかく作った

内容を色々実際に行って、実績をつんで中

身を固めていかないと大変もったいないと

思いますので、これから４年にいっぺんだ

けでなく、その間色んな事案の中でこの条

例の精神を活かしながら、実際にある意味

試し打ちをしながら、それが他の部分に関

連しながらいけばいいと思いますし、それ

からまちづくり集会という非常に大きな市

民を集める場も作っておるので、その中で

１ついかす場として、そういうことも結構



だと思いますので、ぜひとも実際に活動を

進めるほうに今後力を注いでいただきたい

と思いますし、私も微力ながらそういう面

で協力できるようであれば、しっかり協力

したいと思いますので、また色々ご指導等

よろしくお願いします。また、この２年間

色々ありがとうございました。

○委員 私は作業部会に出させてもらいま

した。実際に前の選挙のときに討論会を行

った人達が集まるということで、最初はち

ょっとあまり雰囲気は良くなかったんです。

何話すのとかどこまで話すのとかいう雰囲

気でスタートしたんですけど、最初のとき

に言いたいこといってしまおうっていうか

言っていいよという雰囲気が作れて、これ

は副会長の力がおっきいかなと思うんです

けど、まずみんな言ってしまうといったと

ころで、こんなに大変だったんだね、こんな

ところで苦労したんだねというほんとに具

体的に聞かせてもらったところで、今日の

この結論になったのかなと思って、形では

ない内容のあるそういう話し合いというか

そういうのを重ねることができたっていう

のは、そこに来られた方の心意気もあった

かもしれませんが、そういう場所を必ず保

障する、ここでしゃべって大丈夫という場

所を保障することができる新城市になった

というのが自治基本条例ができてからの５

年の間にそういう場をもつことができるよ

うになったと、昔はそういうことができな

かった気がするので、余計にそんな風にな

って私はここででたことは、正直にみなさ

ん話してくださったと思うし、真剣にどう

したらいいかねってということをみんなで

話し合ってこういう形で市民自治会議に出

すことができて、また市民自治会議の委員

のみなさんがそれを受け取って、どうした

らいいかねっていい方向をみんなで探しま

しょうってそういう話し合いができたので、

実際に行うのはとても難しいことだろうと

いうのもとてもわかりますが、それはみん

なで相談しながらどうしていくのがいいの

かなって、うまくいかなかったときはごめ

んなさいでやり方を変えていってもいいと

思いんですよね。だから、それをすることが

できる柔軟な考え方とそういうしくみをも

つことができたなら、自治基本条例ができ

てからの５年間の色々なことをしてきた、

その色々なことというのがお膳立てをして、

さあみなさんやってくださいではなくて、

それぞれ例えばまちづくり集会だと実行委

員会が集まって話し合いながら自分達で作

っていく、自分達で作っていって、自分達も

参加してみんなにも参加してもらうという

しくみはほんとに条例を作るときに参加の

しくみというのは考えたんですけども、絵

に描いたとおりにそのとおり進むとは思え

ないのですが、１つ１つの形をそういう形

でみんなに見てもらう、加わってもらうあ

るいは、一緒に考えてもらうっていう場を

たくさんもってきたってことは、力になっ

てきたし、またそれを増やしていく色んな

ことを作っていくことは、とても力になっ

ていくんだというふうにすごく今年は感じ

ました。ので、条例化があったこととそれか

らその条例をどういうふうにしていくの、

あるいはこういうふうになったらいいねと

考えあうこの市民自治会議があってよかっ

たと改めて感じました。

○会長 ありがとうございました。私のほ

うからも１つ付け加えさせていただきます。

今回、みなさんのたくさん意見を寄せてい



ただく中で最後に修正を色々と試みました。

一番考えたことは、公開政策討論会を通じ

た選挙というものが非常にハードルの低い

もの、立候補する人、そして投票する人、誰

にとっても自らの意思というものを表明す

ることがしやすいそういう選挙にもってい

くために必要なプロセスとして考えなきゃ

いけないだろうというふうに考えました。

ですから、色んなことを想定してこの最後

のまとめをしました。公開政策討論会を通

じて、立候補し市長になろうとする人がど

んな人柄の人なのか、そしてどんなまちを

作ろうと考えているのか、その中に市民と

しての役割、あるいは期待をどう表明して

具体的な道筋を作ろうとしているのか、そ

して自分は何よりも誰に投票したいのか、

そんな思いや気持ちというものが気軽に作

れて、そして最後の１票をもってつながっ

ていくということができる大事なプロセス

として公開政策討論会というものが実現で

きたらいいんじゃないか、逆にいうと今の

選挙というのは、そのまた逆でいったらま

ずいとかあるいは誰かにみられるとかプロ

セスもなるべく意見は聞くけども表にでな

いようにしようかというようになってしま

っている、そういうことではいけないとい

う一石を投じると同時に、もっと気軽に場

合によったら楽しくというような気持ちで、

参加共同できる選挙に向けてのプロセスと

して、公開政策討論会というものをこれを

実現するための今後の手順というものを考

えてきました。はっきり申し上げて、新城市

にある素晴らしい自治基本条例があります。

その中に公開政策討論会という項目を設け

てこれを行うことを明文化できたらありが

たいという希望を述べました。と同時にそ

れを個別の条例として、きちっと制度化し

てそして恒久的に新城市において公開政策

討論会が行われていくような道筋を作りた

い、ではどうかというみなさんの会議の最

後の意見というところを明文化しようとい

うことでした。これは、阿吽の呼吸で通ずる

ものかなという気持ちも正直ありましたけ

ど、それはまずいということで、はっきりと

そこの部分を明文化しました。新しいこの

市民自治会議が設けられたぜひ市長によく

その辺汲んでいただいてまた投げかけをし

ていただいたら幸いかと思います。そんな

思いで最後この仕事をまとめることにしま

した。

ありがとうございました。

○事務局 ありがとうございました。それ

では、３の市長からご挨拶を申し上げます。

○市長 それでは、私のほうから一言だけ

お礼と含めて今後の取り組みについての考

え方、決意を申し上げたいと思います。昨年

の６月に本会議に諮問を出していただいて

から１年弱でありますけれども、作業部会

も含めて皆さん方が熱心に、また非常に濃

密に議論をしていただいたプロセスも担当

のほうから報告を受けながら、今日の答申

を迎えたわけでございます。一昨年の市長

選挙の折に試みたことを踏まえてですね、

これをいかに新城らしいまちづくりの住民

自治のあり方の中に消化させていくのか、

このことを考えながら諮問を出させていた

だいたわけであります。その上で今日答申

をいただきました。要点としては、市民の知

る権利と並びに市民の政治参画を促すこの

二つの面での考え方の上でですね、条例化

についてのご意見をいただいたと受け止め

ました。



たいへん今までの行政運営やまちづくり

の中ではアンタッチャブルな領域が選挙で

あったわけですけれども、それを正面から

ですね、市民自治の中にどう位置づけてい

くのか、市民自治にとって代表を選ぶ選挙

というのはどういう役割を果たすべきであ

るのか、また市民はどう関わるべきである

のか、そういう観点から今までと違う視点

で議論をいただけた結果だというふうに理

解をさせてもらっています。その中で最後

に鈴木会長がまとめていただいたとおり、

これがある意味では当たり前のこととして、

誰もが当然のこととして、受け入れまた担

っていけるようなそういうまちになれまし

たら、１つの新しい自治の仕方をできるよ

うになれるのではないかと思っています。

今後は自治基本条例の中に位置づけていく

作業、それから別途それに関わる条例を作

っていく作業、これはたやすいことではな

いと思いますが、全力をあげてみなさんの

意をしっかりと受け止めながら、計画を練

っていきたいと思います。答申を受けまし

た以上これを実効性のあるものとして、ま

た広く意見をつむぎながら進めてまいりた

いというふうに思っています。今後ともぜ

ひこの会議での議論を踏まえて、我々の条

例制定の過程で色んな意味でのご指導やご

助言、またご協力をいただければこれほど

ありがたいことはございません。会長をは

じめ、自治会議のみなさんにはそれぞれご

多忙の際に時間を割いていただきながら非

常に意義のある答申をいただいことを改め

て敬意と感謝を申し上げてご挨拶としたい

と思います。ありがとうございました。

○事務局 それでは、続きましてその他と

参りましては、事務局から説明します。もし

よろしければ、皆さん集合写真を撮らさせ

ていただきたいと思いますので、よろしい

でしょうか。よろしくお願いします。

○会長 ありがとうございました。


